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 令和 2（2020）年 10 月 1 日に図２に示す５地点でスウ
ェーデン式サウンディング（SWS）試験をおこなった結果、
















 令和２（2020）年 11 月 6 日午後 1 時 30 分より、試掘
をおこなった。潮見表により当日は中潮、午後 3 時 3 分
が干潮であることを確認した。 
歴史的建造物の保存活用 伝統木造建築 近代和風 
明治大正期 井戸 島環境 









































 本浄化槽設置に必要な地耐力は 4.08 トン/平米である。
砂は１立米あたり 1.8〜2.0 トンの重さがあり、少なくと



























 令和 2（2020）年 12 月 15 日午前 8 時半より工事は開始






























 令和 2（2020）年 12 月 16 日、掘削孔内 A、海 B、島に











＜ 掘削孔内湧水近辺 1.0〜1.2％ 
＜ 孔内水 1.6〜1.7％ 
＜ 海水 2.2〜2.4％ 
図１０：計測地点 
 

























































平成 30（2018）年 8 月 13 日に行った実測から、多宝塔
前井戸の縁上端高さは妹背山東側の地面から約 5 メート
ルであった（附図１）。 
令和元（2019）年 5 月 13 日午後 2 時から行われたふた
つの井戸の清掃の際に分かった井戸の深さは（附図２）、
あしべ屋妹背別荘南庭の井戸について、水面は地面より
約 1.5 メートル下にあり、井戸底は地下約 3.3 メートルで
あった。多宝塔前の井戸については、水面は地面より約
5.4 メートル下にあり、井戸底は地下約 9.0 メートルであ
った。ふたつの井戸の縁石高さは共に地面より 60 センチ
であった。多宝塔前の井戸の深さは菅原正明「久遠の祈
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